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研究成果の概要（和文）：　本研究の目的は、国際ボランティアが途上国の人々にもたらす変化と、それがグロ
ーバル市民社会の形成に及ぼす影響について、社会科学・人文学の立場から分析することである。
　事例としては日本の青年海外協力隊(協力隊)を取り上げ、社会関係資本、課題対処能力などの概念を用いて、
協力隊のボランティア活動が開発協力の成果を上げていることを論じた。また、本来支援を「与える」側の協力
隊員が現地で何かを「与えられる」という互酬感の分析、帰国ボランティアの進路や社会貢献に関する分析、さ
らに諸外国の同種事業の比較分析も行った。そしてグローバル市民社会の形成について考察した。

研究成果の概要（英文）：    The purpose of this study project is to explore the change made by 
international volunteers to people in developing countries and its influence on the shaping of 
global civil society, from perspectives of social sciences and humanities.
    This study selected the case of Japan Overseas Cooperation Volunteers (JOCV) and discussed that 
the JOCV program was effective in development cooperation, depending on the concepts of social 
capital and capacity development. Further, it examined the reciprocity defined as a feeling that 
volunteers as service provider are given something in return by local people through their JOCV 
activities. 
    Also, this study addressed the issues of returned volunteers’ career path and their 
contribution to Japanese society and comparison between JOCV and similar programs in other 
countries. Finally we concluded that JOCV contributed to shaping the global civil society.

研究分野：開発協力論

キーワード： 国際ボランティア　開発協力　青年海外協力隊　JICA　ソーシャル・キャピタル　キャパシティ・ディ
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究が取り上げた青年海外協力隊は国民参加型のODA事業であり、実際に創設以来55年の間に45,000人を超
えるボランティアが途上国に派遣され、開発協力を行ってきた。多くの国民が参加してきたこの事業について、
その成果を多様な学問から実証しようとする本研究の取り組みは、大きな社会的意義を有するものである。
　また、国際ボランティアの研究は日本ではそれほど盛んではないため、学術面でも意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

 
近年、貧困の削減、感染症・難民対策などのグローバル・イシューに国家が充分に対処できて
いないことを背景に、研究者や実務家の間では国際ボランティア活動の潜在力に注目が集まっ
ている。そして、国際ボランティアが活動地域に変化をもたらすことに注目し、それを質的、量
的に評価、分析、測定しようという動きが、研究者だけでなく、実務家、国際 NGOの中から現
れてきている。 
しかし、先行研究の問題点として、まず、変化の分析は様々なアプローチが模索されている段
階にとどまっており、社会科学の理論的な概念を用いた分析や本格的な計量分析はまだまだ少
ない。 
次に、研究対象は欧米（米国、英国、カナダ、フランス、ノルウェーなど）の国際ボランティ
ア活動がほとんどで、偏りがある一方で、最近（1990年代以降）活動が活発化しているアジア
の事例（日本、韓国、タイ、中国など）の研究はまだまだ少ない。 
 
 
２．研究の目的 
 
本研究は、日本の青年海外協力隊（以下、協力隊）を主な事例とし、次の問題に取り組むこと
で、従来の研究を発展させた。第一に、国際ボランティア活動としての協力隊は現地住民との関
係の中でどのように開発の成果を上げているのか、その効果を高める条件は何か、そしてボラン
ティア個人の動機や意識とそれらはどのような関係にあるのか、という問題である。 
第二に、国際ボランティア活動を通じた現地の変化の積み重ねによって ボランティアが現地
住民との間で一定の関係を構築したり、帰国後の進路を通じて社会貢献を行ったりしており、そ
の結果、グローバル市民社会を形成しているのではないか、という問題である。 
なお、この場合のグローバル市民社会とは、国際 NGOが影響力を発揮して国家や国際機関の
政策形成に関与することを指すのではなく、より実働的なものであり、個人としてのボランティ
アが国境を超えて、国家や国際機関と協力したり、その政策に関与したりしながら、他国の人々
や社会の経済・社会的条件の改善に貢献するような個人・社会・国家間の関係を指している。 
 
 
３．研究の方法 
 
主に日本の青年海外協力隊(協力隊)を取り上げ、個々の隊員の活動や協力隊の事例分析を実
施した。 
理論的には、政治学、社会学、人類学に依拠しながら、社会関係資本(Social capital)、課題
対処能力(Capacity development)、互酬感(本来支援を「与える」側の協力隊員が現地で何かを
「与えられる」という感覚)などの理論的な概念を用いた。 
また、帰国ボランティアの進路や社会貢献のあり方のパターン、上記の社会関係資本の形成、
そして隊員の国際ボランティア活動への参加の動機について、質的、量的な調査を行った。 
質的には、一次・二次資料の渉猟と分析、そして青年海外協力隊の隊員や実施機関である国際
協力機構（JICA）関係者への聞き取り調査なども実施した。 
量的には、隊員に対する意識調査データ（サンプル数は 1,500 以上。派遣前・活動中・帰国後
の 3時点で調査したパネルデータ）を収集し、それらを用いてクラスター分析などの計量分析を
行った。 
さらに、諸外国(米国、英国、カナダ、フランス、韓国、タイ、中国など)の国際ボランティア
事業の事例を調査し、協力隊との比較分析も行った。 
 
 
４．研究成果 
 
以上の研究の結果、次のことが明らかになった。 
第一に、協力隊のボランティア活動は、現地の人々の社会関係資本の形成や課題対処能力の向
上を通じて、経済的および社会的な開発協力の成果を上げられること。 
第二に、隊員の属性、活動内容、取り組み姿勢と帰国後の社会貢献や進路との間にはいくつか
の関係性が見られること、および隊員の国際ボランティア活動への参加動機と隊員の属性は 6つ
に類型化でき、それらは JICA 関係者や協力隊員の経験とも一致すること。 
第三に、国際ボランティアである協力隊員は知識や技術を通じて現地の開発に貢献する(=与
える)側であるが、同時に、開発協力の活動を通じて価値観や人生観について現地の人々から学
んだり教えられたりする(=与えられる)感覚を持つことが多いこと。 
第四に、欧米と比べて日本や韓国などアジアの国際ボランティア活動は国家事業が多く、事業
目的が多様であること、その背景には国際ボランティア活動が一種の国際規範として働いてい
ること、米国の平和部隊や日本の 協力隊の影響が大きいこと。 
以上の研究成果は、学術論文（和文および英文）、学術図書、海外を含む学会報告などの形で



発表された。とくに学術図書は学会で評価され、『青年海外協力隊は何をもたらしたか————開発
協力とグローバル人材育成 50 年の成果』（ミネルヴァ書房、2018 年）は、国際開発学会 2019 年
度特別賞を受賞した。 
また、研究成果は、青年海外協力隊事業を実施している国際協力機構（JICA）の関係部局や関
係者にも参照されており、学術研究と実務の有機的な関係構築に寄与した。 
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